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鹿田キャンパスで学ぶ学部学生・大学院生各位 
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令和７年４月以降の新型コロナウイルスに関する対応について 

 

令和７年４月以降も、新型コロナウイルス感染症をはじめ様々な感染症が世界規模で流行していま

す。免疫力の低下している患者さんへの対応が求められる岡山大学病院においては、引き続き感染予

防対応が求められます。 

令和７年４月以降、鹿田キャンパスで学ぶ学部学生・大学院生に対し、以下の対応を求めます。 

※ 少しでも体調に異変があれば、各教務担当に連絡の上、自宅待機してください。 

※ 岡山大学病院において患者対面業務のある者は、病院の規則に従ってください。 

※ 下記の規則は、今後の感染状況によって変更されることがあります。 

 

全学部学生・大学院生 

移動制限 

 

 

 

 

 

 

 

国内・国外を問わず、移動制限はありません。ただし、以下の事項を遵守してください。 

 

・発熱（37.5 度以上、または、普段より 1.0 度以上）、咳嗽、咽頭痛、腹痛、嘔気、下痢など体

調に異変があれば、無理をせずに自宅療養する。 

・人との距離が確保できない状況（１ｍ以内が目安）で大きな声で話す場合は、マスクを着用  

する。 

・推奨されるワクチンは積極的に接種しておく。 

・海外渡航の場合、感染症の最新の流行状況や予防方法の情報を確認する。例えば、厚生労働

省 HP「海外へ渡航される皆様へ」などを活用する。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou18/index_00003.html 

 

※ 病院実習生（臨床実習生）は、特にその行動に注意してください。 

※ 海外に移動する場合は、教務担当に事前連絡してください。 

 

日常活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的感染対策を遵守した行動をとってください。基本的感染対策とは下記のとおりです。 

 

・発熱（37.5 度以上，または、普段より 1.0 度以上）、咳嗽、咽頭痛、腹痛、嘔気、下痢など体

調に異変があれば、各教務担当に連絡の上、自宅療養する。鹿田地区でこれらの症状が出た

場合は、速やかに帰宅する。 

・換気環境の確保や頻回の手指消毒に努める。 

・人との距離が確保できない状況（１ｍ以内が目安）で大きな声で話す場合は、マスクを着用

する。 

・病院エリア（売店、カフェ、食堂、外来待合室、中央通路の通り抜け等を含む）、臨床系医局

や病院関連部署への不必要な立ち入りを控える。 

・推奨されるワクチンは積極的に接種しておく。 

 

※ 病院実習生（臨床実習生）は、特にその行動に注意してください。 

 

会食等 

 

 

 

 

・発熱（37.5 度以上，または、普段より 1.0 度以上）、咳嗽、咽頭痛、腹痛、嘔気、下痢など体

調に異変がある場合、または、COVID-19（疑いを含む）を発症している者と接触のある場合、

参加しない。 

・換気環境の確保や頻回の手指消毒に努める。 

・人との距離が確保できない状況（１ｍ以内が目安）で大きな声で話す場合は、マスクを着用

する。 

 

※ 病院実習生（臨床実習生）は、特にその行動に注意してください。 

 



アルバイト 

 

 

 

 

以下のアルバイトにつき、病院実習生（臨床実習生）は禁止とし、その他の学生は自粛してく

ださい。 

 

・カラオケ店、カラオケのある飲食店 

・接待を伴う（いわゆる夜の街の）飲食店（キャバクラ、ガールズバー、ホストクラブ等） 

・アルコールを提供する飲食店 

 

ワクチン 

 

 

医療関係者に勧奨されているワクチン（新型コロナワクチンを含む）については、接種を控え

るよう指示されている場合を除いては、積極的に接種してください。 

 

感染拡大抑止へ

の積極的協力 

教務担当からの診療や検査の指示、感染源や接触者の調査依頼には、速やかに、かつ積極的に

従ってください。 

【問い合わせ先】各部局教務担当まで 

 

  




